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            平 成 ２ ６  年 度 事 業 報  告  書
             （平成26年4月1日～平成27年3月31日）

１． バドミントンの普及及び指導

（１）ジュニアに対する普及・指導活動の充実と社会人愛好者の組織づくりへの助成活動を進め、会員の

      拡大を図り３０万人の目標には至らなかったが２６０，７５８名の会員を得た。

（２）第２３回全国小学生バドミントン選手権大会

     １２月２５日から１２月２９日までの５日間、新潟市東総合東総合スポーツセンター他１会場で

役員延８２０名の指導により、男子の部団体４９団体、女子の部団体４９団体、６年生以下男子単

４３名、同複３５組、女子単４３名、同複３５組、５年生以下男子単３７名、同複３５組、女子単

３７名、同複３５組、４年生以下男子単３５名、同複３５組、女子単３５名、同複３５組、実人員

８１２名の参加で実施。優勝者は男子団体新潟県、女子団体東京都、６年生以下男子単稲光翔太郎

(茨城）、同複木田悠斗・中村舜組（福井）、同女子単郡司莉子（東京）、同複宮下澪奈・宮下彩

奈組（茨城）、５年生以下男子単武井凜生（東京）、同野口翔平・小原輝組（東京）、同女子単杉

山薫（茨城）、同複八角真帆・秋庭夢来組（埼玉）、４年生以下男子単平田璃月（岡山）、同複林

顕吾・櫻井煌介組（栃木）、同女子単吉川天乃（岡山）、同複岩西真邦・藤田美咲組（東京）で、

導入期の少年に正しい競技を習得させるとともに、少年層の普及に成果を収めた。

（３）第１５回全国小学生ＡＢＣバドミントン大会

     ８月１５日から８月１７日までの３日間、一般財団法人地域活性化センターの支援を受け、八代

市総合体育館他１会場で、役員延７９０名の指導により、男子A グループ６１名、同B グループ

５４名、同Ｃグループ４９名、女子Ａグループ６１名、同Ｂグループ５３名、同Ｃグループ４８名、

実人員３２６名が参加し開催。優勝者は男子Ａグループ内野陽太（埼玉）、同Ｂグループ崎野翔太

(北北海道)、同Ｃグループ松川健太(神奈川)、女子Ａグループ郡司莉子(東京)、同Ｂグループ伊藤

歩(北北海道)、同Ｃグループ樋口吹羽(徳島)で、導入期の少年に正しい競技を習得させるとともに、

少年層の普及に成果を収めた。

（４）第１３回日本バドミントンジュニアグランプリ２０１４

     １１月２１日から１１月２３日までの３日間、一般財団法人地域活性化センターの支援を受け、

仙台市体育館他１会場で、役員延８２０名の指導により、男子の部３８団体、女子の部３７団体、

実人員５９８名の参加のもとに開催。優勝者は男子団体埼玉県、女子団体埼玉県で、全国各都道府

県ジュニア選手育成の一貫指導体制の確立促進を図るとともに、ジュニア層への普及に大きな成果

を収めた。

（５）第３０回若葉カップ全国小学生バドミントン大会

     ８月１日から８月４日までの４日間、長岡京市西山公園体育館で、役員延９１０名の指導により、

男子の部３８都道府県４８チーム、女子の部４０都道府県４８チーム、実人員８８６名が参加し開

催。優勝者は男子の部香川スクール（香川）、女子の部橿原ジュニア（奈良）で、少年少女相互の

交流と体力の増強と健全で豊かなスポーツの育成に効果を上げた。
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（６）第４４回全国中学校バドミントン大会

     ８月１９日から８月２２日までの４日間、西条市総合体育館で、役員延９９５名の指導により学

校対抗男子２４校、女子２４校、男子単３６名、同複３６組、女子単３６名、同複３６組、実人員

４５０名が参加し開催。優勝者は学校対抗男子浪岡中（青森）、同女子猪苗代中（福島）、男子単

奈良岡功大（浪岡中）、同複金子真大・久保田友之祐組（猪苗代中）、女子単高橋明日香(猪苗代

中）、同複由良なぎさ・永井瀬雰組（猪苗代中）で、公益財団法人日本中学校体育連盟との共催で

中学生に正しい技術を習得させることができた。

（７）第１５回全日本中学生バドミントン選手権大会

     平成２７年３月２０日から３月２２日までの３日間、新潟市東総合スポーツセンター他１会場で、

   役員８１０名の指導により、都道府県対抗男女混合団体４９チーム、実人員４２３名が参加し開催。

    埼玉県が優勝し、中学生の健全育成に寄与することができた。

  （８）第４３回全国高等学校選抜バドミントン大会

      平成２７年３月２４日から３月２８日までの５日間、北海道立総合体育センターで、役員延９４

０名の指導により、学校対抗男子３２校、女子３３校、実人員４６７名の参加で開催。優勝者は学

校対抗男子柏原高(大阪)、同女子青森山田高（青森)、男子単渡辺勇大（富岡高）、同複渡辺勇大・

三橋健也組（富岡高）、女子単齋藤栞（埼玉栄高）、同複山口茜・鈴木咲貴組（勝山高）で、それ

ぞれ高校生の交流と技術の習得に大きな成果を収めた。

（９）第３２回全日本レディースバドミントン選手権大会

          ７月２４日から７月２７日までの４日間、都道府県対抗の部は、鹿児島アリーナで、４３都道府

県４４チーム、実人員３６０名の参加を得開催。優勝者は大阪府。また、クラブ対抗の部は同日、

同場所で、３９都道府県５１チーム、４１０名の参加で開催。ソアークラブ（岐阜）が優勝し、レ

ディースへの普及と正しい競技の習得に大きな成果を収めた。役員延６８０名。

（10）第９回全日本レディース（個人戦）バドミントン競技大会

      １２月１２日から１２月１４日までの３日間、滋賀県立体育館他３会場で、ダブルス個人戦で実

施し、４１都道府県、実人員１，０５８名の参加を得開催。優勝者は１部高井亜季代・谷村麻美組

(愛知)、２部Ａブロック前田芳奈・西本江莉加組（滋賀）、２部Ｂブロック葛西深雪・木野村法子

組（岐阜）、２部Ｃブロック物井あゆみ・中津位江組（神奈川）、２部Ｄブロック石原佳子・香山

百合子組（岡山）、２部Ｅブロック小原真澄・佐藤忍組（宮城）、２部Ｆブロック大石小夜子・井

上美智代組（福井）、２部Ｇブロック田倉テイ子・宮崎美江子組（東京）、２部Ｈブロック大海ハ

ツミ・小俣ヒロ子組（大分）、２部Ｉブロック石井伸子・宇野早苗組（山口・神奈川）でレディー

スへの普及と発展に成果を収めた。役員延９６０名。

  （11）用器具検査並びに認定

          厳正なる検査の結果、第１種水鳥シャトル３３種（２３社）、第２種水鳥シャトル１４種（１４

   社）合成シャトル２種（１社）、ラインテープ６種（４社）、ラケット１８７種（１８社）、ポス

    ト１４検定工場、ネット１７種（６社）、ストリングス５７種（１２社）、シューズ７６種（１２

    社）、ウエア６１１種（１６社）を認定し、愛好者の使用の便を図った。
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（12）競技規則書等発行

         各都道府県協会並びに７連盟で開催する審判講習会・検定会等でルールの周知徹底を図るため

   ２０１４・２０１５年競技規則（赤本）・ルール教本（２０１４年版３級・準３級公認審判員資格

検定ルール教本「緑本」）を発行し、常に新しい競技規則等の正確な資料を提出し、正しいルール

に基づく円滑な試合運営と公認審判員有資格者の増員と資質の向上を図った。

（13） 庶務業務の活性化

     全国事務局長会議を開催し、全国の都道府県協会の庶務業務の統一化と活性化を図った。

       会員登録システムを開始し、登録の一元化を図るとともに登録者の利便性の向上を図っ

  た。

（14） 広報活動

     ＨＰを活用しての迅速かつ正確な情報公開と広報活動及びマスメディアに対して適時な情報、

資料等を積極的に提供することにより、テレビ、新聞等の露出数が増大しＰＲ効果を拡大し、バ

ドミ ントン競技をより多くの人に理解を広めた。また、ジュニア選手層の開発に向けて、告知ポ

スター等を作製、全国に配布し、会員、愛好者の拡大を図った。また、主大会のテレビ放映及び

ＷＥＢ配信を促進し、バドミントン競技の理解を深めた。

（15）学連助成

  学連の活動に対して、助成し、同連盟のより活発な活動を図った。

（16）高体連助成

    高体連の活動に対して、助成し、同連盟のより活発な活動を図った。

(17) 中体連助成

   中体連の活動に対して、助成し、同連盟のより活発な活動を図った。

(18) 小学生助成

   小学生連盟の活動に対して助成し、同連盟のより活発な活動を図った。

(19) 小・中・高一貫指導

   「世界で戦える競技者」育成のため、各都道府県協会に小・中・高の一貫指導体制の構築を

    推進し、ジュニアの育成・強化を実施した。

２．バドミントンに関する審判員及び指導員の養成及び資格の認定

(１) 公認レフェリー資格者の本会第１種大会への派遣

      公認Ａ級・Ｂ級のレフェリー有資格者を平成２６年度実施の全ての第１種大会（２３大会）に

レフェリーまたはディピュティーレフェリーとして派遣し、大会運営全般の統一性と公正化を図

った。また定年等で減少するレフェリーの補充のため公認Ａ・Ｂ級レフェリー認定研修会を開催

し、新たにＢ級レフェリー１７名を公認した。なおＡ級については３名の受講者が全員が全員筆

記試験に合格し、２７年度に実義試験を受けることになっている。
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  (２)  公認審判員養成講習会開催

    審判員技術の向上と正しい競技規則書の習得により円滑な大会運営を図るため公認審判員制

     度を設け、１級審判員検定会を本会が主催し、２級、３級、準３級審判員資格検定会は、地区及

     び都道府県、７連盟において開催し、公認審判員資格審査認定員に委託した。また、３年に１度

     開催している公認審判員資格審査認定員の更新研修及び新規認定試験を実施し、新規合格者５１

     名を含む２３１名を認定した。

（３） 公認審判員の資格認定登録

     公認審判員資格登録規程による学科試験、実技試験の合格者を各級公認審判員に認定し、登録

          させ、各地で実施する大会において正義と公正に基づく円滑な競技会運営を図った。また中高生

          を対象とした準３級公認審判員資格取得はついに５０，０００人を突破(現時点54,062名)した.。
          これにより各級３級・２級、１級の資格取得者の増員も果たした。公認審判員資格登録規程に定

          める試験に合格した１級４０名、２級１０７名、３級５，９１３名、準３級７，４９６名、準３

          級特別移行５８２名、をそれぞれ登録させ、また同規程により、１級２０２名、２級４０２名、

         ３級３，９２７名、の資格更新登録をした。こうした正しい競技規則の習得や審判技術のマスタ

          ーは、更なるバドミントン技術の資質向上に役立ち、また、全国の数々の大会においてその審判

          能力は、大会運営において大きな効果を挙げた。

（４） 国際審判員資格取得試験受講者の養成と国際審判員資格既得者の研修及び活動

      本年も、年に一度のＢＡＣ認定国際審判員養成セミナーを６月９日から１１日まで、東京都

     （ヨネックスオープンジャパン２０１４開催時）において開催した。参加者は４名であった。

     また、資格既得者の研修・活動として国際審判員相互派遣交流大会である台北オープン、マレー

            シアオープン、香港オープン、フランスオープンに国際審判員を派遣した。また、ＢＷＦ、Ｂ  
            ＡＣの指名により国際レフェリー、国際審判員、国際線審を多数の国際大会へ派遣した。これ  
            らの派遣事業は国際交流事業に大いに貢献した。

  （５） 公認スポーツ指導者養成講習会

           公益財団法人日本体育協会と共催して、公認コーチ（バドミントン２級）の養成講習会を１１

          月に前期４日間（新潟市西川総合体育館３２名）、２７年１月に後期４日間（埼玉県立女性教育

          会館２７名）で開催した。公認上級コーチ２７名（内過年度分８名）が専門科目検定試験に合格

          したことを公益財団法人日本体育協会へ報告した。また、各都道府県バドミントン協会が各々の

          体育協会と共催で実施する公認スポーツ指導者養成講習会は、公認上級指導員（バドミントン３

           級）を愛知県・石川県、公認指導員（バドミントン４級）を北海道ほか１０県で開催した。

  (６） 公認スポーツ指導者の資格認定登録

          指導者資格認定制度に登録された各スポーツ指導者の登録更新のために、４年間に１回受けなけ

        ればならない義務研修会を実施した。公認上級コーチ、コーチの義務研修会は、平成２６年９月  
          (味の素ナショナルトレーニングセンター２８名）および平成２７年２月（埼玉県・国立女性教育

        会館３８名 ２日間）に開催した。最新の情報を得ることや、コーチとしての資質の向上を図りな

         がらコーチ間の連帯を深めた。また、２７都道府県協会（延３３回）で、公認スポーツ上級指導  
         員・指導員のための義務研修会が実施され、指導者としての資質の向上を図った。なお、公認上級

        コーチ、コーチの義務研修会受講者および各都道府県バドミントン協会から報告のあった公認上級

       指導員、指導員の義務研修会受講者名を、公益財団法人日本体育協会へ報告した。
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３．公益財団法人日本体育協会、世界バドミントン連盟（ＢＷＦ）及びアジアバドミントン連盟（ＢＡＣ）

    への加盟

（１）公益財団法人日本体育協会等への代表者派遣

         公益財団法人日本体育協会，ＪＯＣへ代表者を派遣するとともにその事業に対し、協調、展開し、

  バドミントン競技の発展を図った。

（２）ＢＷＦ(世界連盟) 総会への代表者派遣

     芝スミ子理事(本会強化本部長)・西祐子（国際部員）５月２４日、ニューデリー（インド）で

    開催されたBWF年次総会に派遣し、国際スポーツ振興のため協調し、世界バドミントン競技の発

   展を図った。

（3）ＢＡＣ(アジア連盟) 総会等への代表者派遣

         高橋英夫理事（本会国際部長）を４月２７日にグミ市(韓国)で開催されたＢＡＣ年次総会に派遣

        し、アジアスポーツ振興のため協調、アジアバドミントン競技の発展を図った。

４.  バドミントンに関する国内競技会の開催

(１) 第６４回全日本実業団バドミントン選手権大会

     ７月２日から７月６日までの５日間、高松市総合体育館他２会場で、男子団体１６５団体、女

子団体３８団体、実人員１，９０４名の参加のもとに開催。優勝者は男子団体ＮＴＴ東日本(東京)、

女子団体日本ユニシス(東京)、競技役員延１，２００名。

(２)第６５回全国高等学校バドミントン選手権大会

     ８月１日から８月６日までの６日間、千葉ポートアリーナ他４会場で、男子団体４９団体、女子

団体４９団体、男子単９８名、同複９８組、女子単９８名、同複９８組、実人員９１９名の参加で

開催。優勝者は男子団体富岡高（福島）、女子団体富岡高（福島）、男子単古賀穂（富岡高）、同

複下農走・常山幹太組（柏原高）、女子単山口茜（勝山高）、同複尾﨑沙織・川島里羅組（埼玉栄

高）、競技役員延９６５名。

（２）第２回全日本学生バドミントンミックスダブルス選手権大会

      ８月２日から８月３日までの両日、日本体育大学横浜健志台キャンパス米本記念体育館で、実

    人員６８名の参加で開催。優勝者は竹内義憲・木戸よし美(日体大）競技役員延４６０名。

（３）第５３回全日本教職員バドミントン選手権大会

            ８月１０日から８月１４日までの５日間、墨田区総合体育館他３会場で、男子団体１７団体、  
          女子団体１１団体、男子成壮年団体１９団体、一般男子単９５名、同複６１組、一般女子単４５

          名、同複３６組、３０才以上男子単５５名、同複３０組、３０才以上女子単８名、同複５組、４

          ０才以上男子単６７名、同複４３組、４０才以上女子単１１名、同複９組、５０才以上男子単５

          ９名、同複４５組、５０才以上女子単１４名、同複７組、６０才以上男子単２２名、同複１５組、

         ６５才以上男子単１５名、 同複１０組、７０才以上男子単１４名、同複５組、実人員６３０名  
          の参加を得開催。優勝者は男子団体青森県、女子団体香川県、成壮年団体千葉県、一般男子単吉
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        村諒(長崎)、同複堂下智寛・滝内亮組(埼玉)、一般女子単関谷真由(福岡)、同複松村咲希・鍋井  
         彩果組(香川)、３０才以上男子単佐藤伴哉(青森)、同複黒石雅宏・小賀元裕組(高知)、３０才以  
        上女子単飯田香里(愛知)、同複関里枝・金子真梨子組(埼玉)、４０才以上男子単桐原健(熊本)、同

        複平岡篤司・千田宏之組(奈良)、４０才以上女子単谷藤千香(千葉)、同複坂﨑美奈子・木下八枝子

        組(熊本)、５０才以上男子単江藤正治(熊本)、同複江藤正治・三次圭介組(熊本)、５０才以上女子

        単遠江久美子(東京)、同複奥井淳子・永田悦子組(北海道)、６０才以上男子単福田光博(東京)、同

        複片山雅博・竹島理雄組（岡山）、６５才以上男子単今里敏喜組(長崎)、同複平井克英・水上英二

         組(東京)、７０才以上男子単廣田彰(宮崎)、同複黒﨑二男・宮崎茂樹組(神奈川)、競技役員延９２

        ０名。

（４） 第１６回全国高等学校定時制通信制バドミントン大会

          ８月１８日から８月２１日までの４日間、小田原アリーナで、男子団体４５団体、女子団体４５

団体、男子単９６名、女子単９９名、実人員５３６名の参加を得開催。優勝者は男子団体長崎県、

女子団体北海道、男子単住德聖也（長崎）、女子単佐藤絵理（新潟）、競技役員延４６０名。

(５)  第３８回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

        ８月２３日・２４日両日、松山市総合コミュニティセンター体育館で、男子団体１２校、女子団

        体１２校、男子単１６名、同複１６組、女子単１６名、同複１６組、実人員２７６名の参加を得開

        催。優勝者は男子団体徳山高専、女子団体北九州高専、男子単山下慶将（徳山高専）、同複山下慶

         将・逑金志遠組（徳山高専）、女子単楠城由佳（北九州高専）、同複宮久りさ子・西村唯組（宇部

         高専）、競技役員延４８０名。

（６） 第５７回全日本社会人バドミントン選手権大会

    ８月２９日から９月３日までの６日間、郡山総合体育館他３会場で、男子単３７８名、同複２７

９組、女子単１１３名、同複１３０組、同混合複１５２組、実人員９５５名の参加を得開催。優勝

者は男子単坂井一将(東京)、同複井上拓斗・金子祐樹組(東京)、女子単橋本由衣(東京)、同複松尾

静香・内藤真実組(東京・千葉)、混合複垰畑亮太・栗原文音組(東京)、競技役員延１，１１０名。

  (７)  第３３回全日本ジュニアバドミントン選手権大会

      ９月１２日から９月１５日までの４日間、南国市立スポーツセンター他１会場で、ジュニアの部

        男子単７６名、同複５７組、女子単７５名、同複５９組、ジュニア新人の部男子単１０９名、同女

        子単１１１名、実人員８８８名の参加を得開催。優勝者は男子単渡辺勇大(福島)、同複渡辺勇大・

        三橋健也組(福島)、女子単川上紗恵奈(福島)、同複斉藤ひかり・曽根夏姫組(青森)、新人男子単中

        山裕貴(埼玉)、同女子単吉田瑠実(埼玉)、競技役員延７９０名。

(８) バドミントン日本リーグ２０１４

    ９月１３日から１２月２８日までの１３日間、高岡市民体育館他１３会場で、男子８チーム

   女子８チーム、実人員２８１名の参加のもとに開催。優勝者は男子ＮＴＴ東日本（東京）、女子Ｎ

ＴＴ東日本（東京）、競技役員延１，３２０名。

（９） 第６５回全日本学生バドミントン選手権大会

      １０月２４日から１０月３０日までの７日間、一宮市総合体育館で、男子団体３２団体、女子団

        体３２団体、男子単９８名、同複９６組、女子単９６名、同複９６組、実人員７３２名の参加を得

        て開催。優勝者は男子団体中央大学(東京)、女子団体筑波大学(茨城)、男子単西本挙太(中央大)、
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        同複高野将斗・宮嶋航太郎組(明治大)、女子単田中志穂(法政大)、同複田中志穂・市丸美里組(筑  
        波大)、競技役員延９２０名。

（10）第３１回全日本シニアバドミントン選手権大会

   １１月２１日から１１月２４日までの４日間、ウィングアリーナ刈谷他５会場で、３０才以上男子

      単１２８名、同複１１８組、３０才以上女子単２９名、同複５１組、３０歳以上混合複７４組、３５

      歳以上男子単１４２名、同複１０８組、３５歳以上女子単４５名、同複６９組、３５歳以上混合複７

     Ⅰ組、４０才以男子単１４５名、同複１３２組、４０才以上女子単３９名、同複８８組、４０歳以上  
     混合複１０３組、４５才以上男子単１２１名、同複９６組、４５才以上女子単５１名、同複８６組、  
     ４５歳以上混合複８６組、５０才以上男子単９４名、同複９２組、５０才以上女子単５６名、同複９  
     ４組、５０歳以上混合複８４組、５５才以上男子単８３名、同複８６組、５５才以上女子単３９名、  
     同複６７組、５５歳以上混合複６７組、６０才以上男子単７２名、同複７６組、６０才以上女子単２  
     ６名、同複５１組、６０歳以上混合複５２組、６５才以上男子単５８名、同複５５組、６５才以上女  
     子単２２名、同複３９組、６５歳以上混合複３５組、７０才以上男子単４４名、同複３９組、７０才  
     以上女子単１９名、同複２３組、７０歳以上混合複２７組、７５才以上男子単１４名、同複１２組、  
     ７５才以上女子単９名、同複１２組、７５歳以上混合複１２組、３，２４６名の参加を得開催。優勝  
     者は３０才以上男子単粟佑貴(静岡)、同複福井剛士・藤本ホセマリ組(埼玉・東京）、３０才以上女子

      単吉岡久美子(大阪)、同複益子友美・松田美穂組(茨城・福岡)、同混合複薄智彦・脇坂郁組（大阪)、

     ３５才以上男子単遠藤保樹(山形)、同複佐藤憲策・富田岳彦組(東京)、３５才以上女子単大石瞳(福   
     岡)、同複坂田珠美・吉川美希子組（石川)、同混合複古川勝也・石橋津子組(長崎・東京)、４０才以  
     上男子単土屋憲法(東京)、同複大貫勝・中島真実組(東京)、４０才以上女子単松隈敦子(佐賀)、同複  
     土屋藍子・山本住恵組(東京・愛媛)、同混合複磯貝謙太郎・加藤千里組(愛知)、４５才以上男子単金  
     山紀幸(島根)、同複山領篤・玉澤隆義組(広島)、４５才以上女子単横手智江美（福岡）、同複金子正  
      子・田村富士美組（福岡）、同混合複正田章二・上田彰子組(東京)、５０才以上男子単大和田勉(東京)、

     同複木村孝・上地稔組(京都・大阪)、５０才以上女子単菊池葉子(東京)、同複川谷明子・堂山貴美子  
     組(福岡)、同混合複白木耕太郎・工藤なおみ組(東京)、５５才以上男子単上原明(香川)、同複清水正  
     紀・柳敬三組(東京)、５５才以上女子単新田豊子(香川)、同複高橋寿美子・佐藤美代子組(宮城・山   
     形)、同混合複宮本芙士夫・山本邦子組(大阪・奈良)、６０才以上男子単青山忠雄(愛知)、同複斧政   
     男・横関貞夫組(神奈川)、６０才以上女子単澄川稔子(兵庫)、同複矢代信子・田倉テイ子組(東京)、  
     同混合複山村徳太郎・今泉静子組(東京・富山)、６５才以上男子単松井秋男(東京)、同複松井秋男・  
     渡辺直人組(東京・神奈川)、６５才以上女子単桶本百合子(福岡)、同複金子澄子・桶本百合子組(神奈

     川・福岡)、同混合複古明地正邦・中谷祥子組(東京)、７０才以上男子単早川博(茨城)、同複佐藤國   
     晴・廣瀬勇夫組(大分・福岡)、７０才以上女子単石井伸子(山口)、同複宇野早苗・石井伸子組（神奈  
     川・山口)、同混合複安田博泰・竹村明子組(神奈川)、７５才以上男子単中西久昌（兵庫）、同複伊藤

      武洋・金丸清昭組（神奈川）、７５才以上女子単深町寛子（埼玉）、同複佐々木洋子・江原美智子組

        （東京・長崎）、７５才以上混合複小川揚之輔・成川睿子組(神奈川)、競技役員延１，３６０名。

（11）平成２６年度第６８回全日本総合バドミントン選手権大会

        １２月２日から１２月７日までの６日間、国立代々木競技上第二体育館で男子単５２名、同複５

   ３組、女子単５２名、同複４９組、混合複４４組、実人員１９２名の参加を得開催。優勝者は男子

     単佐々木翔(東京)、同複早川賢一・遠藤大由組(東京)、女子単山口茜(福井)、同複福万尚子・與猶  
       くるみ組(熊本)、混合複早川賢一・松友美佐紀組(東京)、競技役員延９６０名。

(12）日本マスターズ２０１４バドミントン競技会

        公益財団法人日本体育協会等との共催事業で、９月１９日から９月２２日までの４日間、久喜市
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       総合第１体育館・第２体育館て、男子２３都道府県、女子２４都道府県、でのリーグ戦を勝ち抜い

       たチームによるトーナメント戦で実施。実人員３１７名の参加を得て開催。優勝者は男子石川県、

   女子東京都、競技役員延６２０名。

(13）第６９回国民体育体育バドミントン競技会

   公益財団法人日本体育協会等との共催事業で、１０月１３日から１０月１６日までの４日間、長

       崎市民体育館で、成年男子４７団体、成年女子１６団体、少年男子１６団体、少年女子３２団体、

       実人員４４４名の参加を得開催。優勝者は成年男子の部石川県、成年女子の部熊本県、少年男子の

       部大阪府、少年女子の部福島県、競技役員延７８０名。

５．バドミントンに関する国際競技会

(１) 大阪インターナショナルチャレンジ２０１４

       ４月２日から４月６日までの５日間、守口市民体育館で、男子単３２名、同複３２組、女子単３２

      名、同複３２組、混合複３２組、実人員２３７名(日本選手１２２名、外国選手１１５名)の参加を得

      開催。優勝者は男子単伍家朗(香港)、同複数野健太・山田和司組(日本)、女子単橋本由衣(日本)、同

      複松尾静香・内藤真実組(日本)、同混合複ムハンマド・リジャルヴﾝタマリサ組(インドネシア)、競技

     役延１，１００名。

(２) ヨネックスオープンジャパン２０１４

        ６月１０日から６月１５日までの６日間東京都体育館で、男子単４４名、同複４４組、女子単４２

     名、同複４０組、混合複４２組、実人員３７３名（日本選手１７５名、外国選手１９８名）の参加を

      得 開催。優勝者は男子単リー・チョンウェイ（マレーシア）、同複季龍大・柳廷皇組（韓国）、女子

      単季雪芮（中国）、同複髙橋礼華・松友美佐紀組（日本）、同混合複張蕾組（中国）競技役員延１，

      ２６０名。

（３）ヨネックス杯国際親善レディースバドミントン大会２０１４

        １０月２２日から１０月２６日までの５日間、ＢＯＤＹＭＡＫＥＲコロシアム（大阪府立体育会

   館）他１会場で、韓国他１２ケ国を迎え、トーナメント戦で実施し、実人員２，０１１名（日本選

  手１，８３７名・外国選手１７７名)の参加を得開催。優勝者はＡゾーン岐阜トリッキーパンダー

   ス（日本）、ＢゾーンChineseTaipeiB(台北)、ＣゾーンChineseTaipeiC(台北)、Ｄゾーン   

   CnineseTaiDeiD(台北)、Ｅゾーン東大阪Ｍ．Ｂ．Ｃ Ｂ （大阪）、ＦゾーンミラクルパワーＡ

   （埼玉）、ＧゾーンミラクルパワーＢ（埼玉）、ＨゾーンＭｉＸ７０愛知（愛知）が優勝し、国際親

   善への普及と発展に成果を収めた。競技役員延１，４８０名。

（４）第２回日・台小学生交流競技会

    ６月３０日から７月５日までの７日間、味の素トレーニングセンターで、団長阿部秀夫他役員１５

      名、男子１５名、女子１６名、計４６名、台北頼聯旺他役員５名選手男女各１０名を迎え開催。成績

      は男子団体３勝。女子団体３勝。
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６．バドミントンに関する国際大会への代表者の選考及び派遣

（１）第２８回世界男子バドミントン選手権大会（トマス杯）大会及び

    第２５回世界女子バドミントン選手権大会（ユーバー杯大会）５月１５日から５月２６日までの１

    ２日間、インド国ニューデリー市へ団長芝スミ子他役員７名選手男女各１０名、計２８名を派遣。成

    績は男子金メダル。女子銀メダル。

（２）日・韓高校生交流競技会

     ７月１日から７月６日までの６日間、韓国釜山市へ団長林貴昭他役員３名、選手男女各８名、計

     ２０名を派遣。成績は男子２勝１敗。女子３勝。

（３）第１３回世界学生バドミントン選手権大会

    ７月２１日から７月３１日までの１１日間、スペイン国コルドバ市へ団長宮崎重勝他役員４名、選

    手男女各６名、計１７名を派遣。成績は女子単下田菜都美３位。女子複浦谷夏未・篠田未来組   

       ２位。

（４）第２回ユースオリンピック

  ８月１３日から８月２９日までの１７日間、中国南京市へ監督井田貴子、選手男女各１名を派遣。

   成績は女子単山口茜２位、混合複常山幹太２位。

（５）台北ジュニア競技会

    派遣中止。

（６）韓国ジュニアオープン大会

    １２月６日から１２月１５日までの１０日間、韓国金泉市へ監督長谷川博幸他役員７名、選手男

   女各２２名を派遣。成績はＵ－１５女子単吉川真白２位、Ｕ－１９女子単川上紗恵奈優勝、Ｕ－１

   ５男子複一井亮太・緑川大輝２位、Ｕ－１９男子複渡辺勇大／三橋健也（富岡高）優勝、Ｕ－１９  
       女子複志田千陽・松山奈未優勝、Ｕ－１９混合複渡辺勇大・志田千陽優勝。

（７）日・韓ナショナル交流競技会

    ２月５日から９日までの５日間、韓国済州市監督朴柱奉他役員２名、選手男女各７名を派遣。成績

      は男女とも０勝２敗。

（８）世界ジュニア選手権大会

    ４月５日から２０日ｍでの１６日間、マレーシアアロールスター市へ団長阿部秀夫他役員５名、

   選手男子８名、女子９名を派遣。成績は、団体戦３位、女子単山口茜優勝、大堀彩３位、男子複玉

   手勝輝／中田政秀２位、混合複渡辺勇大／東野有紗３位。

（９）第１７回アジア競技大会

    ９月１６日から９月３０日までの１５日間、韓国仁川市へ監督朴柱奉他役員５名、選手男女各１

   ０名を派遣。成績は女子団体３位、女子複髙橋礼華・松友美佐紀２位。
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７．バドミントンの競技力の向上

（１）スポーツ医科学研究

        公益財団法人日本体育協会及び独立行政法人日本スポーツ振興センターの委託事業として、バドミ

      ントン選手の合宿時のエネルギー消費量測定と体組成測定を実施し、国際競技力向上のためのメディ

      カルサポートシステム、トレーニング対策やメカニズムを明確にしていくとともに、競技者のコンデ

      ション評価に役立てた。また、海外遠征及び合宿時の選手の体調をサポートするため「プレーヤーサ

     ポート部会」を設け、海外遠征（ト杯・ユ杯）強化合宿に帯同させ選手のケアーを行なった。

(２) アンチドーピング対策

    ＪＡＤＡ（公益財団法人日本アンチドーピング機構）との協力により「日本ドーピング防止規程」

   によりドーピング検査を実施し、アンチドーピング対策を実施した。

（３）選手強化

         オリンピックでのメダル獲得を目指し、ナショナルトレーニングセンターの有効活用、選考基準、

       国際大会への派遣計画の見直し等行い、ナショナルチームのより一層の選手強化を図った。特に国

        際大会での活躍に現れ、全英選手権大会では２種目決勝進出する等、好成績をあげた。

       また、ジュニア層においては小中高一貫指導により競技力向上を図り、次代の世界選手権大会、オ

        リンピック等に備え、有望選手を発掘し、合宿及び小中高の海外交流を実施、国際大会に派遣する

        等選手強化体制の充実を図った。

（４）競技用具補助

    競技技術の向上を図るため国際競技会出場選手１４０名に対し、競技用具を補助した。


